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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板の表面と平行な面に、複数の色領域で構成される画素が行列状に配置される表
示領域と、
　前記基板の表面と平行な面上の第１方向に延在する透光性導電体のタッチ検出電極と、
　前記基板の表面に垂直な方向において前記タッチ検出電極がない領域に設けられる、透
光性導電体のダミー電極と、
　前記タッチ検出電極に対して静電容量を有する駆動電極と、
　前記表示領域に画像を表示する機能を有する表示機能層と、を含み、
　　前記ダミー電極は、
　　前記第１方向と直交する第２方向にダミー電極片が隣り合うように複数に分割する、
前記透光性導電体のない領域である前記ダミー電極の第１方向スリットと、
　　前記第１方向に前記ダミー電極片が隣り合うように複数に分割され、前記透光性導電
体のない領域である前記ダミー電極の第２方向スリットと、を含み、
　前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記第２方向に対して第１角度を有する直線状
の第１直線スリットと、前記第２方向に対して前記第１角度とは異なる第２角度を有する
直線状の第２直線スリットと、を含み、
　前記ダミー電極の第１方向スリットは、
　前記第１方向に対して第３角度を有する直線状の第３直線スリットと、前記第１方向に
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対して前記第３角度とは異なる第４角度を有する直線状の第４直線スリットと、を含み、
　前記第３直線スリットの端部と、前記第４直線スリットの端部とが屈曲部として繋がる
タッチ検出機能付き表示装置。
【請求項２】
　前記タッチ検出電極は、前記第３角度を有する直線状のスリットと、前記第４角度を有
する直線状のスリットと、を含む前記タッチ検出電極のスリットで分割されている請求項
１に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【請求項３】
　前記第１角度が前記第３角度と平行である、請求項１又は２に記載のタッチ検出機能付
き表示装置。
【請求項４】
　前記第２角度が前記第４角度と平行である、請求項１から３のいずれか１項に記載のタ
ッチ検出機能付き表示装置。
【請求項５】
　前記第１直線スリットは、前記第４直線スリットの直線部分に繋がっている、請求項１
から４のいずれか１項に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【請求項６】
　前記第１直線スリットは、前記第４直線スリットの端部に繋がっている、請求項１から
４のいずれか１項に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【請求項７】
　基板と、
　前記基板の表面と平行な面に、複数の色領域で構成される画素が行列状に配置される表
示領域と、
　前記基板の表面と平行な面上の第１方向に延在する透光性導電体のタッチ検出電極と、
　前記基板の表面に垂直な方向において前記タッチ検出電極がない領域に設けられる、透
光性導電体のダミー電極と、
　前記タッチ検出電極に対して静電容量を有する駆動電極と、
　前記表示領域に画像を表示する機能を有する表示機能層と、を含み、
　　前記ダミー電極は、
　　前記第１方向と直交する第２方向にダミー電極片が隣り合うように複数に分割する、
前記透光性導電体のない領域である前記ダミー電極の第１方向スリットと、
　　前記第１方向に前記ダミー電極片が隣り合うように複数に分割され、前記透光性導電
体のない領域である前記ダミー電極の第２方向スリットと、を含み、
　前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記第２方向に対して第１角度を有する直線状
の第１直線スリットと、前記第２方向に対して前記第１角度とは異なる第２角度を有する
直線状の第２直線スリットと、を含み、
　前記タッチ検出電極は、前記透光性導電体のない領域であって前記第１方向に延びるタ
ッチ検出電極スリットを含み、
　前記タッチ検出電極スリットは、前記ダミー電極の第１方向スリットと平行であり、
　前記ダミー電極の第１方向スリットは、前記ダミー電極の第２方向スリットより長いタ
ッチ検出機能付き表示装置。
【請求項８】
　前記第１直線スリットが複数あり、前記第１直線スリットが所定の第１ピッチ毎に配置
されている、請求項１から７のいずれか１項に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【請求項９】
　前記第２直線スリットが複数あり、前記第２直線スリットが所定の第２ピッチ毎に配置
されている、請求項１から８のいずれか１項に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【請求項１０】
　前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記ダミー電極の第１方向スリットの数と異な
る数含まれる、請求項１から９のいずれか１項に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
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【請求項１１】
　前記第１直線スリットの端部は、前記第２直線スリットの端部に繋がっている、請求項
１から１０のいずれか１項に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【請求項１２】
　前記ダミー電極の第１方向スリットは、前記第２方向に所定の間隔のスリットピッチで
、複数配置されており、
　前記スリットピッチが、複数の前記画素が配列される所定の画素ピッチの自然数倍であ
る、請求項１から１１のいずれか１項に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【請求項１３】
　外部の近接する物体を検出可能なタッチ検出機能付き表示装置を備える電子機器であっ
て、
　前記タッチ検出機能付き表示装置は、
　　基板と、
　前記基板の表面と平行な面に、複数の色領域で構成される画素が行列状に配置される表
示領域と、
　前記基板の表面と平行な面上の第１方向に延在する透光性導電体のタッチ検出電極と、
　前記基板の表面に垂直な方向において前記タッチ検出電極がない領域に設けられる、透
光性導電体のダミー電極と、
　前記タッチ検出電極に対して静電容量を有する駆動電極と、
　前記表示領域に画像を表示する機能を有する表示機能層と、を含み、
　　前記ダミー電極は、
　　前記第１方向と直交する第２方向にダミー電極片が隣り合うように複数に分割する、
前記透光性導電体のない領域である前記ダミー電極の第１方向スリットと、
　　前記第１方向に前記ダミー電極片が隣り合うように複数に分割され、前記透光性導電
体のない領域である前記ダミー電極の第２方向スリットと、を含み、
　前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記第２方向に対して第１角度を有する直線状
の第１直線スリットと、前記第２方向に対して前記第１角度とは異なる第２角度を有する
直線状の第２直線スリットと、を含み、
　前記ダミー電極の第１方向スリットは、
　前記第１方向に対して第３角度を有する直線状の第３直線スリットと、前記第１方向に
対して前記第３角度とは異なる第４角度を有する直線状の第４直線スリットと、を含み、
　前記第３直線スリットの端部と、前記第４直線スリットの端部とが屈曲部として繋がる
電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部近接物体を検出可能な表示装置に係り、特に静電容量の変化に基づいて
外部近接物体を検出可能なタッチ検出機能付き表示装置及び電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、いわゆるタッチパネルと呼ばれる、外部近接物体を検出可能なタッチ検出装置が
注目されている。タッチパネルは、液晶表示装置等の表示装置上に装着または一体化され
る、タッチ検出機能付き表示装置に用いられている。そして、タッチ検出機能付き表示装
置は、表示装置に各種のボタン画像等を表示させることにより、タッチパネルを通常の機
械式ボタンの代わりとして情報入力を可能としている。このようなタッチパネルを有する
、タッチ検出機能付き表示装置は、キーボードやマウス、キーパッドのような入力装置を
必要としないため、コンピュータのほか、携帯電話のような携帯情報端末などでも、使用
が拡大する傾向にある。
【０００３】
　タッチ検出装置の方式として、光学式、抵抗式、静電容量式などいくつかの方式が存在
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する。静電容量式のタッチ検出装置は、携帯端末などに用いて、比較的単純な構造をもち
、かつ低消費電力が実現できる。例えば、特許文献１には、透明電極パターンの不可視化
対策がされたタッチパネルが記載されている。特許文献２には、光透過性の集光シートを
備えた液晶表示装置に関し、集光シートのプリズム配列ピッチと液晶表示パネルの画素ピ
ッチとの間で干渉による明暗模様（モアレ）を抑制する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１３８１５４号公報
【特許文献２】特開２００７－２６４３９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、タッチ検出機能付き表示装置は、表示パネルの画素とタッチ検出電極とが重
なり合う。タッチ検出電極は、透明電極の材料としてＩＴＯ（Indium　Tin　Oxide）等の
透光性導電酸化物が用いられている。タッチ検出電極は、透明ではあるが、所定の屈折率
を有している。このため、タッチ検出機能付き表示装置は、タッチ検出電極の透明電極パ
ターンの中にスリット（孔パターン）を設け、人間の目からタッチ検出電極を目立たなく
なるように不可視化されている。
【０００６】
　また、タッチ検出電極のパターンと、タッチ検出電極のパターンとの間に、タッチ検出
電極と同じ遮光性を有するダミー電極のパターンを配置することで、タッチ検出電極のパ
ターンが視認されてしまう可能性を低減できる。タッチ検出に寄与しないダミー電極のパ
ターンは、タッチ検出電極との容量差を生じさせるため、スリットにより細かく分割する
必要がある。
【０００７】
　表示パネルの画素からダミー電極の透明電極パターンを通過して人間に到達する光と、
表示パネルの画素からスリット（孔パターン）を通過して人間に到達する光とは、光の波
長に差がでる可能性がある。この光の波長の差は、本来表示すべき色の変化として現れ、
人間が表示パネルを視る視野角度によって、色ずれ模様（色モアレ）の縞（以下、モアレ
縞）が視識されてしまう場合がある。
【０００８】
　本開示は、かかる問題点に鑑みてなされたもので、ダミー電極による表示パネルのモア
レ縞の視認を抑えつつ、タッチ検出を行うことができるタッチ検出機能付き表示装置及び
電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示のタッチ検出機能付き表示装置は、基板と、前記基板の表面と平行な面に、複数
の色領域で構成される画素が行列状に配置される表示領域と、前記基板の表面と平行な面
上の第１方向に延在する透光性導電体のタッチ検出電極と、前記基板の表面に垂直な方向
において前記タッチ検出電極がない領域に設けられる、透光性導電体のダミー電極と、前
記タッチ検出電極に対して静電容量を有する駆動電極と、前記表示領域に画像を表示する
機能を有する表示機能層と、を含み、前記ダミー電極は、前記第１方向と直交する第２方
向にダミー電極片が隣り合うように複数に分割する、前記透光性導電体のない領域である
前記ダミー電極の第１方向スリットと、前記第１方向に前記ダミー電極片が隣り合うよう
に複数に分割され、前記透光性導電体のない領域である前記ダミー電極の第２方向スリッ
トと、を含み、前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記第２方向に対して第１角度を
有する直線状の第１直線スリットと、前記第２方向に対して前記第１角度とは異なる第２
角度を有する直線状の第２直線スリットと、を含む。
【００１０】
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　本開示のタッチ検出機能付き表示装置は、基板と、前記基板の表面と平行な面に、複数
の色領域で構成される画素が行列状に配置される表示領域と、前記基板の表面と平行な面
上の第１方向に延在する透光性導電体のタッチ検出電極と、前記基板の表面に垂直な方向
において前記タッチ検出電極がない領域に設けられる、透光性導電体のダミー電極と、前
記タッチ検出電極に対して静電容量を有する駆動電極と、前記表示領域に画像を表示する
機能を有する表示機能層と、を含み、前記ダミー電極は、前記第１方向と直交する第２方
向にダミー電極片が隣り合うように複数に分割する、前記透光性導電体のない領域である
前記ダミー電極の第１方向スリットと、前記第１方向に前記ダミー電極片が隣り合うよう
に複数に分割され、前記透光性導電体のない領域である前記ダミー電極の第２方向スリッ
トと、を含み、前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記第２方向に対して第１角度を
有する直線状の第１直線スリットと、前記第２方向に対して前記第１角度とは異なる第２
角度を有する直線状の第２直線スリットと、を含み、前記第１直線スリットの端部は、前
記第２直線スリットの端部に繋がってジグザグまたは波線形状になっている。
【００１１】
　本開示の電子機器は、上記タッチ検出機能付き表示装置を備えたものであり、例えば、
テレビジョン装置、デジタルカメラ、パーソナルコンピュータ、ビデオカメラあるいは携
帯電話等の携帯端末装置などが該当する。
【００１２】
　本開示のタッチ検出機能付き表示装置及び電子機器では、透光性導電体の有無により光
の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、タッチ検出機能付き表示装置は、本来
表示する色をシフトさせてしまう可能性を抑制することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本開示のタッチ検出機能付き表示装置及び電子機器によれば、視る視野角度によって、
モアレ縞が視識されてしまう可能性を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示装置の一構成例を表すブロッ
ク図である。
【図２】図２は、静電容量型タッチ検出方式の基本原理を説明するため、指が接触または
近接していない状態を表す説明図である。
【図３】図３は、図２に示す指が接触または近接していない状態の等価回路の例を示す説
明図である。
【図４】図４は、静電容量型タッチ検出方式の基本原理を説明するため、指が接触または
近接した状態を表す説明図である。
【図５】図５は、図４に示す指が接触または近接した状態の等価回路の例を示す説明図で
ある。
【図６】図６は、駆動信号及びタッチ検出信号の波形の一例を表す図である。
【図７】図７は、タッチ検出機能付き表示装置を実装したモジュールの一例を示す図であ
る。
【図８】図８は、タッチ検出機能付き表示装置を実装したモジュールの一例を示す図であ
る。
【図９】図９は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの概略断面構造を表
す断面図である。
【図１０】図１０は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの画素配列を表
す回路図である。
【図１１】図１１は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの駆動電極及び
タッチ検出電極の一構成例を表す斜視図である。
【図１２】図１２は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示装置の一動作例を表すタ
イミング波形図である。
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【図１３】図１３は、実施形態１に係るダミー電極の配列を表す模式図である。
【図１４】図１４は、実施形態１の変形例１に係るダミー電極の配列を表す模式図である
。
【図１５】図１５は、実施形態１の変形例２に係るダミー電極の配列を表す模式図である
。
【図１６】図１６は、実施形態１の変形例３に係るダミー電極の配列を表す模式図である
。
【図１７】図１７は、実施形態２に係るダミー電極の配列を表す模式図である。
【図１８】図１８は、実施形態２の変形例１に係るダミー電極の配列を表す模式図である
。
【図１９】図１９は、実施形態２の変形例２に係るダミー電極の配列を表す模式図である
。
【図２０】図２０は、実施形態２の変形例３に係るダミー電極の配列を表す模式図である
。
【図２１】図２１は、本実施形態に係るＸ方向のスリットの配列ピッチとカラーフィルタ
の色領域との関係の具体例を説明するための模式図である。
【図２２】図２２は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの概略断面構造
を表す断面図である。
【図２３】図２３は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図２４】図２４は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図２５】図２５は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図２６】図２６は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図２７】図２７は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図２８】図２８は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図２９】図２９は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３０】図３０は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３１】図３１は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３２】図３２は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３３】図３３は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３４】図３４は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３５】図３５は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示を実施するための形態（実施形態）につき、図面を参照しつつ詳細に説明する。
以下の実施形態に記載した内容により本開示が限定されるものではない。また、以下に記
載した構成要素には、当業者が容易に想定できるもの、実質的に同一のものが含まれる。
さらに、以下に記載した構成要素は適宜組み合わせることが可能である。なお、説明は以
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下の順序で行う。
　１．実施形態（タッチ検出機能付き表示装置）
　　１－１．実施形態１
　　１－２．実施形態２
　２．適用例（電子機器）
　　上記実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置が電子機器に適用されている例
　３．本開示の構成
【００１６】
＜１－１．実施形態１＞
［構成例］
（全体構成例）
　図１は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示装置の一構成例を表すブロック図で
ある。タッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出機能付き表示デバイス１０と、制御
部１１と、ゲートドライバ１２と、ソースドライバ１３と、駆動電極ドライバ１４と、タ
ッチ検出部４０とを備えている。このタッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出機能
付き表示デバイス１０がタッチ検出機能を内蔵した表示デバイスである。タッチ検出機能
付き表示デバイス１０は、表示素子として液晶表示素子を用いている液晶表示デバイス２
０と静電容量型のタッチ検出デバイス３０とを一体化した、いわゆるインセルタイプの装
置である。なお、タッチ検出機能付き表示デバイス１０は、表示素子として液晶表示素子
を用いている液晶表示デバイス２０の上に、静電容量型のタッチ検出デバイス３０を装着
した、いわゆるオンセルタイプの装置であってもよい。
【００１７】
　液晶表示デバイス２０は、後述するように、ゲートドライバ１２から供給される走査信
号Ｖｓｃａｎに従って、１水平ラインずつ順次走査して表示を行うデバイスである。制御
部１１は、外部より供給された映像信号Ｖｄｉｓｐに基づいて、ゲートドライバ１２、ソ
ースドライバ１３、駆動電極ドライバ１４、及びタッチ検出部４０に対してそれぞれ制御
信号を供給し、これらが互いに同期して動作するように制御する回路である。
【００１８】
　ゲートドライバ１２は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出機
能付き表示デバイス１０の表示駆動の対象となる１水平ラインを順次選択する機能を有し
ている。
【００１９】
　ソースドライバ１３は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出機
能付き表示デバイス１０の、後述する各画素Ｐｉｘ（副画素ＳＰｉｘ）に画素信号Ｖｐｉ
ｘを供給する回路である。ソースドライバ１３は、１水平ライン分の映像信号から、液晶
表示デバイス２０の複数の副画素ＳＰｉｘの画素信号Ｖｐｉｘを時分割多重化した画素信
号を生成する。
【００２０】
　駆動電極ドライバ１４は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出
機能付き表示デバイス１０の、後述する駆動電極ＣＯＭＬに駆動信号Ｖｃｏｍを供給する
回路である。
【００２１】
（静電容量型タッチ検出の基本原理）
　タッチ検出デバイス３０は、静電容量型タッチ検出の基本原理に基づいて動作し、タッ
チ検出信号Ｖｄｅｔを出力する。図１～図６を参照して、本実施形態のタッチ検出機能付
き表示装置１におけるタッチ検出の基本原理について説明する。図２は、静電容量型タッ
チ検出の基本原理を説明するため、指が接触または近接していない状態を表す説明図であ
る。図３は、図２に示す指が接触または近接していない状態の等価回路の例を示す説明図
である。図４は、静電容量型タッチ検出方式の基本原理を説明するため、指が接触または
近接した状態を表す説明図である。図５は、図４に示す指が接触または近接した状態の等
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価回路の例を示す説明図である。図６は、駆動信号及びタッチ検出信号の波形の一例を表
す図である。
【００２２】
　例えば、図２に示すように、容量素子Ｃ１は、誘電体Ｄを挟んで互いに対向配置された
一対の電極、駆動電極Ｅ１及びタッチ検出電極Ｅ２を備えている。図３に示すように、容
量素子Ｃ１は、その一端が交流信号源（駆動信号源）Ｓに接続され、他端は電圧検出器（
タッチ検出部）ＤＥＴに接続される。電圧検出器ＤＥＴは、例えば図１に示すタッチ検出
信号増幅部４２に含まれる積分回路である。
【００２３】
　交流信号源Ｓから駆動電極Ｅ１（容量素子Ｃ１の一端）に所定の周波数（例えば数ｋＨ
ｚ～数百ｋＨｚ程度）の交流矩形波Ｓｇを印加すると、タッチ検出電極Ｅ２（容量素子Ｃ
１の他端）側に接続された電圧検出器ＤＥＴを介して、出力波形（タッチ検出信号Ｖｄｅ
ｔ）が現れる。なお、この交流矩形波Ｓｇは、後述する駆動信号ＶｃｏｍＡＣに相当する
ものである。
【００２４】
　指が接触（または近接）していない状態（非接触状態）では、図２及び図３に示すよう
に、容量素子Ｃ１に対する充放電に伴って、容量素子Ｃ１の容量値に応じた電流Ｉ０が流
れる。図５に示す電圧検出器ＤＥＴは、交流矩形波Ｓｇに応じた電流Ｉ０の変動を電圧の
変動（実線の波形Ｖ０）に変換する。
【００２５】
　一方、指が接触（または近接）した状態（接触状態）では、図４に示すように、指によ
って形成される静電容量Ｃ２がタッチ検出電極Ｅ２と接しているまたは近傍にあることに
より、駆動電極Ｅ１及びタッチ検出電極Ｅ２の間にあるフリンジ分の静電容量が遮られ、
容量素子Ｃ１の容量値よりも容量値の小さい容量素子Ｃ１’として作用する。そして、図
５に示す等価回路でみると、容量素子Ｃ１’に電流Ｉ１が流れる。図６に示すように、電
圧検出器ＤＥＴは、交流矩形波Ｓｇに応じた電流Ｉ１の変動を電圧の変動（点線の波形Ｖ

１）に変換する。この場合、波形Ｖ１は、上述した波形Ｖ０と比べて振幅が小さくなる。
これにより、波形Ｖ０と波形Ｖ１との電圧差分の絶対値｜ΔＶ｜は、指などの外部から近
接する物体の影響に応じて変化することになる。なお、電圧検出器ＤＥＴは、波形Ｖ０と
波形Ｖ１との電圧差分の絶対値｜ΔＶ｜を精度よく検出するため、回路内のスイッチング
により、交流矩形波Ｓｇの周波数に合わせて、コンデンサの充放電をリセットする期間Ｒ
ｅｓｅｔを設けた動作とすることがより好ましい。
【００２６】
　図１に示すタッチ検出デバイス３０は、駆動電極ドライバ１４から供給される駆動信号
Ｖｃｏｍ（後述する駆動信号ＶｃｏｍＡＣ）に従って、１検出ブロックずつ順次走査して
タッチ検出を行うようになっている。
【００２７】
　タッチ検出デバイス３０は、複数の後述するタッチ検出電極ＴＤＬから、図３または図
５に示す電圧検出器ＤＥＴを介して、検出ブロック毎にタッチ検出信号Ｖｄｅｔを出力し
、タッチ検出部４０のＡ／Ｄ変換部４３に供給するようになっている。
【００２８】
　Ａ／Ｄ変換部４３は、駆動信号ＶｃｏｍＡＣに同期したタイミングで、タッチ検出信号
増幅部４２から出力されるアナログ信号をそれぞれサンプリングしてデジタル信号に変換
する回路である。
【００２９】
　信号処理部４４は、Ａ／Ｄ変換部４３の出力信号に含まれる、駆動信号Ｖｃｏｍをサン
プリングした周波数以外の周波数成分（ノイズ成分）を低減するデジタルフィルタを備え
ている。信号処理部４４は、Ａ／Ｄ変換部４３の出力信号に基づいて、タッチ検出デバイ
ス３０に対するタッチの有無を検出する論理回路である。信号処理部４４は、指による差
分の電圧のみ取り出す処理を行う。この指による差分の電圧は、上述した波形Ｖ０と波形
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Ｖ１との差分の絶対値｜ΔＶ｜である。信号処理部４４は、１検出ブロック当たりの絶対
値｜ΔＶ｜を平均化する演算を行い、絶対値｜ΔＶ｜の平均値を求めてもよい。これによ
り、信号処理部４４は、ノイズによる影響を低減できる。信号処理部４４は、検出した指
による差分の電圧を所定のしきい値電圧と比較し、このしきい値電圧以上であれば、外部
から近接する外部近接物体の接触状態と判断し、しきい値電圧未満であれば、外部近接物
体の非接触状態と判断する。このようにして、タッチ検出部４０はタッチ検出が可能とな
る。
【００３０】
　座標抽出部４５は、信号処理部４４においてタッチが検出されたときに、そのタッチパ
ネル座標を求める論理回路である。検出タイミング制御部４６は、Ａ／Ｄ変換部４３と、
信号処理部４４と、座標抽出部４５とが同期して動作するように制御する。座標抽出部４
５は、タッチパネル座標を信号出力Ｖｏｕｔとして出力する。
【００３１】
（モジュール）
　図７及び図８は、タッチ検出機能付き表示装置を実装したモジュールの一例を示す図で
ある。図７に示すように、タッチ検出機能付き表示装置１は、モジュールへ実装するにあ
たり、ガラス基板のＴＦＴ基板２１上に上述した駆動電極ドライバ１４を形成してもよい
。
【００３２】
　図７に示すように、タッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出機能付き表示デバイ
ス１０と、駆動電極ドライバ１４と、ＣＯＧ（Chip　On　Glass）１９Ａとを有している
。このタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、後述するＴＦＴ基板の表面に対する垂直
方向において、駆動電極ＣＯＭＬと、駆動電極ＣＯＭＬと立体交差するように形成された
タッチ検出電極ＴＤＬとを模式的に示している。つまり、駆動電極ＣＯＭＬは、タッチ検
出機能付き表示デバイス１０の短辺方向に形成されており、タッチ検出電極ＴＤＬは、タ
ッチ検出機能付き表示デバイス１０の長辺方向に形成されている。タッチ検出電極ＴＤＬ
の出力は、タッチ検出機能付き表示デバイス１０の短辺側に設けられ、フレキシブル基板
などにより構成された端子部Ｔを介して、このモジュールの外部に実装されたタッチ検出
部４０と接続されている。駆動電極ドライバ１４は、ガラス基板であるＴＦＴ基板２１に
形成されている。ＣＯＧ１９Ａは、ＴＦＴ基板２１に実装されたチップであり、図１に示
した制御部１１、ゲートドライバ１２、ソースドライバ１３など、表示動作に必要な各回
路を内蔵したものである。また、図８に示すように、タッチ検出機能付き表示装置１は、
ＣＯＧ（Chip　On　Glass）１９Ｂに駆動電極ドライバ１４を内蔵してもよい。
【００３３】
　図８に示すように、タッチ検出機能付き表示装置１は、モジュールはＣＯＧ１９Ｂを有
している。図８に示すＣＯＧ１９Ｂは、上述した表示動作に必要な各回路に加え、駆動電
極ドライバ１４をさらに内蔵したものである。タッチ検出機能付き表示装置１は、後述す
るように、表示動作の際に、１水平ラインずつ線順次走査を行う。つまり、タッチ検出機
能付き表示装置１は、表示走査を、タッチ検出機能付き表示デバイス１０の短辺方向と平
行に行う。一方、タッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出動作の際に、駆動電極Ｃ
ＯＭＬに駆動信号Ｖｃｏｍを順次印加することにより、１検出ラインずつ線順次走査が行
われる。つまり、タッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出走査を、タッチ検出機能
付き表示デバイス１０の長辺方向と平行に行う。
【００３４】
　このように、図７及び図８に示すタッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出信号Ｖ
ｄｅｔを、タッチ検出機能付き表示デバイス１０の短辺側から出力する。これにより、タ
ッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出電極ＴＤＬの本数を少なくすることができ、
端子部Ｔを介してタッチ検出部４０に接続する際の配線の引き回しが容易になる。図８に
示すタッチ検出機能付き表示装置１は、ＣＯＧ１９Ｂに駆動電極ドライバ１４を内蔵して
いるので、額縁を狭くすることができる。
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【００３５】
（タッチ検出機能付き表示デバイス１０）
　次に、タッチ検出機能付き表示デバイス１０の構成例を詳細に説明する。
【００３６】
　図９は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの概略断面構造を表す断面
図である。図１０は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの画素配列を表
す回路図である。タッチ検出機能付き表示デバイス１０は、画素基板２と、この画素基板
２の表面に垂直な方向に対向して配置された対向基板３と、画素基板２と対向基板３との
間に挿設された液晶層６とを備えている。
【００３７】
　画素基板２は、回路基板としてのＴＦＴ基板２１と、このＴＦＴ基板２１上にマトリッ
クス状に配設された複数の画素電極２２と、ＴＦＴ基板２１及び画素電極２２の間に形成
された複数の駆動電極ＣＯＭＬと、画素電極２２と駆動電極ＣＯＭＬとを絶縁する絶縁層
２４と、を含む。ＴＦＴ基板２１には、図１０に示す各副画素ＳＰｉｘの薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ；Thin　Film　Transistor）素子Ｔｒ、各画素電極２２に画素信号Ｖｐｉｘを
供給する信号線ＳＧＬ、各ＴＦＴ素子Ｔｒを駆動する走査線ＧＣＬ等の配線が形成されて
いる。このように、信号線ＳＧＬは、ＴＦＴ基板２１の表面と平行な平面に延在し、画素
に画像を表示するための画像信号を供給する。図１０に示す液晶表示デバイス２０は、マ
トリックス状に配列した複数の副画素ＳＰｉｘを有している。副画素ＳＰｉｘは、ＴＦＴ
素子Ｔｒ及び液晶素子ＬＣを備えている。ＴＦＴ素子Ｔｒは、薄膜トランジスタにより構
成されるものであり、この例では、ｎチャネルのＭＯＳ（Metal　Oxide　Semiconductor
）型のＴＦＴで構成されている。ＴＦＴ素子Ｔｒのソースは信号線ＳＧＬに接続され、ゲ
ートは走査線ＧＣＬに接続され、ドレインは液晶素子ＬＣの一端に接続されている。液晶
素子ＬＣは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端が駆動電極ＣＯＭＬに接
続されている。
【００３８】
　副画素ＳＰｉｘは、走査線ＧＣＬにより、液晶表示デバイス２０の同じ行に属する他の
副画素ＳＰｉｘと互いに接続されている。走査線ＧＣＬは、ゲートドライバ１２と接続さ
れ、ゲートドライバ１２より走査信号Ｖｓｃａｎが供給される。また、副画素ＳＰｉｘは
、信号線ＳＧＬにより、液晶表示デバイス２０の同じ列に属する他の副画素ＳＰｉｘと互
いに接続されている。信号線ＳＧＬは、ソースドライバ１３と接続され、ソースドライバ
１３より画素信号Ｖｐｉｘが供給される。さらに、副画素ＳＰｉｘは、駆動電極ＣＯＭＬ
により、液晶表示デバイス２０の同じ行に属する他の副画素ＳＰｉｘと互いに接続されて
いる。駆動電極ＣＯＭＬは、駆動電極ドライバ１４と接続され、駆動電極ドライバ１４よ
り駆動信号Ｖｃｏｍが供給される。つまり、この例では、同じ一行に属する複数の副画素
ＳＰｉｘが一本の駆動電極ＣＯＭＬを共有するようになっている。
【００３９】
　図１に示すゲートドライバ１２は、走査信号Ｖｓｃａｎを、図１０に示す走査線ＧＣＬ
を介して、副画素ＳＰｉｘのＴＦＴ素子Ｔｒのゲートに印加することにより、液晶表示デ
バイス２０にマトリックス状に形成されている副画素ＳＰｉｘのうちの１行（１水平ライ
ン）を表示駆動の対象として順次選択する。図１に示すソースドライバ１３は、画素信号
Ｖｐｉｘを、図１０に示す信号線ＳＧＬを介して、ゲートドライバ１２により順次選択さ
れる１水平ラインを構成する各副画素ＳＰｉｘにそれぞれ供給する。そして、これらの副
画素ＳＰｉｘでは、供給される画素信号Ｖｐｉｘに応じて、１水平ラインの表示が行われ
るようになっている。図１に示す駆動電極ドライバ１４は、駆動信号Ｖｃｏｍを印加し、
図９及び図１０に示す、所定の本数の駆動電極ＣＯＭＬからなるブロックごとに駆動電極
ＣＯＭＬを駆動する。
【００４０】
　上述したように、液晶表示デバイス２０は、ゲートドライバ１２が走査線ＧＣＬを時分
割的に線順次走査するように駆動することにより、１水平ラインが順次選択される。また



(11) JP 5914403 B2 2016.5.11

10

20

30

40

50

、液晶表示デバイス２０は、１水平ラインに属する画素Ｐｉｘに対して、ソースドライバ
１３が画素信号Ｖｐｉｘを供給することにより、１水平ラインずつ表示が行われる。この
表示動作を行う際、駆動電極ドライバ１４は、その１水平ラインに対応する駆動電極ＣＯ
ＭＬを含むブロックに対して駆動信号Ｖｃｏｍを印加するようになっている。
【００４１】
　対向基板３は、ガラス基板３１と、このガラス基板３１の一方の面に形成されたカラー
フィルタ３２と、を含む。ガラス基板３１の他方の面には、タッチ検出デバイス３０の検
出電極であるタッチ検出電極ＴＤＬが形成され、さらに、このタッチ検出電極ＴＤＬの上
には、偏光板３５が配設されている。
【００４２】
　カラーフィルタ３２は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３色に着色された色領域３２
Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂを含む。カラーフィルタ３２は、ＴＦＴ基板２１と垂直な方向におい
て、ＣＯＧ１９と対向しており、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向にみて重なり合う。
カラーフィルタ３２は、例えば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３色に着色されたカラー
フィルタを周期的に配列して、上述した図１０に示す各副画素ＳＰｉｘに赤（Ｒ）、緑（
Ｇ）、青（Ｂ）の３色に着色された色領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂに対応付けられると共
に、１組として画素Ｐｉｘに対応付けられている。カラーフィルタ３２は、ＴＦＴ基板２
１と垂直な方向において、液晶層６と対向する。なお、カラーフィルタ３２は、異なる色
に着色されていれば、他の色の組み合わせであってもよい。
【００４３】
　本実施形態に係る駆動電極ＣＯＭＬは、液晶表示デバイス２０の共通電極（共通駆動電
極）として機能するとともに、タッチ検出デバイス３０の駆動電極としても機能する。本
実施形態では、一つの駆動電極ＣＯＭＬが一つの画素電極２２（一行を構成する画素電極
２２）に対応するように配置されている。絶縁層２４は、画素電極２２と駆動電極ＣＯＭ
Ｌとを絶縁するとともに、画素電極２２とＴＦＴ基板２１の表面に形成された信号線ＳＧ
Ｌとを絶縁する。駆動電極ＣＯＭＬは、ＴＦＴ基板２１の表面に対する垂直方向において
、画素電極２２に対向し、上述した走査線ＧＣＬが延在する方向と平行な方向に延在して
いる。駆動電極ＣＯＭＬは、図示しない導電性を有するコンタクト導電柱を介して、駆動
電極ドライバ１４から駆動電極ＣＯＭＬに交流矩形波形の駆動信号Ｖｃｏｍが印加される
ようになっている。
【００４４】
　液晶層６は、電界の状態に応じてそこを通過する光を変調するものであり、例えば、Ｆ
ＦＳ（フリンジフィールドスイッチング）またはＩＰＳ（インプレーンスイッチング）等
の横電界モードの液晶を用いた液晶表示デバイスが用いられる。なお、図９に示す液晶層
６と画素基板２との間、及び液晶層６と対向基板３との間には、それぞれ配向膜が配設さ
れてもよい。
【００４５】
　なお、液晶層６と画素基板２との間、及び液晶層６と対向基板３との間には、それぞれ
配向膜が配設され、また、画素基板２の下面側には入射側偏光板が配置されてもよい。
【００４６】
　図１１は、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの駆動電極及びタッチ検
出電極の一構成例を表す斜視図である。タッチ検出デバイス３０は、対向基板３に設けら
れた、駆動電極ＣＯＭＬ及びタッチ検出電極ＴＤＬにより構成されている。駆動電極ＣＯ
ＭＬは、図の左右方向に延在する複数のストライプ状の電極パターンに分割されている。
タッチ検出動作を行う際は、各電極パターンには、駆動電極ドライバ１４によって駆動信
号Ｖｃｏｍが順次供給され、後述するように時分割的に線順次走査駆動が行われるように
なっている。タッチ検出電極ＴＤＬは、駆動電極ＣＯＭＬの電極パターンの延在方向と交
差する方向に延びるストライプ状の電極パターンから構成されている。そして、タッチ検
出電極ＴＤＬは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向において、駆動電極ＣＯＭＬと対向
している。タッチ検出電極ＴＤＬの各電極パターンは、タッチ検出部４０のタッチ検出信
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号増幅部４２の入力にそれぞれ接続されている。駆動電極ＣＯＭＬとタッチ検出電極ＴＤ
Ｌにより互いに交差した電極パターンは、その交差部分に静電容量を生じさせている。
【００４７】
　この構成により、タッチ検出デバイス３０では、タッチ検出動作を行う際、駆動電極ド
ライバ１４が駆動電極ブロックとして時分割的に線順次走査するように駆動することによ
り、駆動電極ＣＯＭＬの１検出ブロックが順次選択され、タッチ検出電極ＴＤＬからタッ
チ検出信号Ｖｄｅｔを出力することにより、１検出ブロックのタッチ検出が行われるよう
になっている。つまり、駆動電極ブロックは、上述したタッチ検出の基本原理における駆
動電極Ｅ１に対応し、タッチ検出電極ＴＤＬは、タッチ検出電極Ｅ２に対応するものであ
り、タッチ検出デバイス３０はこの基本原理に従ってタッチを検出するようになっている
。図１１に示すように、互いに交差した電極パターンは、静電容量式タッチセンサをマト
リックス状に構成している。よって、タッチ検出デバイス３０のタッチ検出面全体にわた
って走査することにより、外部近接物体の接触または近接が生じた位置の検出も可能とな
っている。
【００４８】
　ここで、ＴＦＴ基板２１は、本開示における「基板」の一具体例に対応する。画素電極
２２は、本開示における「画素電極」の一具体例に対応する。走査線ＧＣＬは、本開示に
おける「走査線」の一具体例に対応する。駆動電極ＣＯＭＬは、本開示における「駆動電
極」の一具体例に対応する。タッチ検出電極ＴＤＬは、本開示における「タッチ検出電極
」の一具体例に対応する。液晶素子ＬＣは、本開示における「表示機能層」の一具体例に
対応する。ダミー電極ＴＤＤは、本開示における「ダミー電極」の一具体例に対応する。
タッチ検出部４０は、本開示における「検出処理部」の一具体例に対応する。カラーフィ
ルタ３２は、本開示における「複数の色領域」の一具体例に対応する。
【００４９】
［動作及び作用］
　続いて、実施形態１のタッチ検出機能付き表示装置１の動作及び作用について説明する
。
【００５０】
　駆動電極ＣＯＭＬは、液晶表示デバイス２０の共通駆動電極として機能するとともに、
タッチ検出デバイス３０の駆動電極としても機能するため、駆動信号Ｖｃｏｍが互いに影
響を及ぼす可能性がある。このため、駆動電極ＣＯＭＬは、表示動作を行う表示期間Ｂと
、タッチ検出動作を行うタッチ検出期間Ａとに分けて駆動信号Ｖｃｏｍが印加される。駆
動電極ドライバ１４は、表示動作を行う表示期間Ｂにおいては表示駆動信号として駆動信
号Ｖｃｏｍを印加する。そして、駆動電極ドライバ１４は、タッチ検出動作を行うタッチ
検出期間Ａにおいてはタッチ駆動信号として駆動信号Ｖｃｏｍを印加する。以下の説明で
は、表示駆動信号としての駆動信号Ｖｃｏｍを、表示駆動信号Ｖｃｏｍｄとして記載し、
タッチ駆動信号としての駆動信号Ｖｃｏｍを、タッチ駆動信号Ｖｃｏｍｔとして記載する
。
【００５１】
（全体動作概要）
　制御部１１は、外部より供給された映像信号Ｖｄｉｓｐに基づいて、ゲートドライバ１
２、ソースドライバ１３、駆動電極ドライバ１４、及びタッチ検出部４０に対してそれぞ
れ制御信号を供給し、これらがお互いに同期して動作するように制御する。ゲートドライ
バ１２は、表示期間Ｂにおいて、液晶表示デバイス２０に走査信号Ｖｓｃａｎを供給し、
表示駆動の対象となる１水平ラインを順次選択する。ソースドライバ１３は、表示期間Ｂ
において、ゲートドライバ１２により選択された１水平ラインを構成する各画素Ｐｉｘに
、画素信号Ｖｐｉｘを供給する。
【００５２】
　駆動電極ドライバ１４は、表示期間Ｂでは、１水平ラインに係る駆動電極ブロックに表
示駆動信号Ｖｃｏｍｄを印加し、タッチ検出期間Ａでは、タッチ検出動作に係る駆動電極
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ブロックに対して表示駆動信号Ｖｃｏｍｄよりも周波数の高いタッチ駆動信号Ｖｃｏｍｔ
を順次印加し、１検出ブロックを順次選択する。タッチ検出機能付き表示デバイス１０は
、表示期間Ｂにおいて、ゲートドライバ１２、ソースドライバ１３、及び駆動電極ドライ
バ１４により供給された信号に基づいて表示動作を行う。タッチ検出機能付き表示デバイ
ス１０は、タッチ検出期間Ａにおいて、駆動電極ドライバ１４により供給された信号に基
づいてタッチ検出動作を行い、タッチ検出電極ＴＤＬからタッチ検出信号Ｖｄｅｔを出力
する。タッチ検出信号増幅部４２は、タッチ検出信号Ｖｄｅｔを増幅して出力する。Ａ／
Ｄ変換部４３は、タッチ駆動信号Ｖｃｏｍｔに同期したタイミングで、タッチ検出信号増
幅部４２から出力されるアナログ信号をデジダル信号に変換する。信号処理部４４は、Ａ
／Ｄ変換部４３の出力信号に基づいて、タッチ検出デバイス３０に対するタッチの有無を
検出する。座標抽出部４５は、信号処理部４４においてタッチ検出がなされたときに、そ
のタッチパネル座標を求め、出力信号Ｖｏｕｔを出力する。制御部１１は、検出タイミン
グ制御部４６を制御して、タッチ駆動信号Ｖｃｏｍｔのサンプリング周波数を変更する。
【００５３】
（詳細動作）
　次に、タッチ検出機能付き表示装置１の詳細動作を説明する。図１２は、実施形態１に
係るタッチ検出機能付き表示装置の一動作例を表すタイミング波形図である。図１２に示
すように、液晶表示デバイス２０は、ゲートドライバ１２から供給される走査信号Ｖｓｃ
ａｎに従って、走査線ＧＣＬのうちの、隣接する（ｎ－１）行目、ｎ行目、（ｎ＋１）行
目の走査線ＧＣＬの１水平ラインずつを順次走査して表示を行う。同様に、駆動電極ドラ
イバ１４は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出機能付き表示デ
バイス１０の、駆動電極ＣＯＭＬのうちの、隣接する（ｍ－１）列目、ｍ列目、（ｍ＋１
）列目に供給する。
【００５４】
　このように、タッチ検出機能付き表示装置１では、１表示水平期間１Ｈごとに、タッチ
検出動作（タッチ検出期間Ａ）と表示動作（表示期間Ｂ）を時分割的に行う。タッチ検出
動作では、１表示水平期間１Ｈごとに、異なる駆動電極ＣＯＭＬを選択して駆動信号Ｖｃ
ｏｍを印加することにより、タッチ検出の走査を行う。以下に、その動作を詳細に説明す
る。
【００５５】
　まず、ゲートドライバ１２が、（ｎ－１）行目の走査線ＧＣＬに対して走査信号Ｖｓｃ
ａｎを印加し、走査信号Ｖｓｃａｎ（ｎ－１）が低レベルから高レベルに変化する。これ
により、１表示水平期間１Ｈが開始する。
【００５６】
　次に、タッチ検出期間Ａにおいて、駆動電極ドライバ１４が、（ｍ－１）列目の駆動電
極ＣＯＭＬに対して駆動信号Ｖｃｏｍを印加し、駆動信号Ｖｃｏｍ（ｍ－１）が低レベル
から高レベルに変化する。この駆動信号Ｖｃｏｍ（ｍ－１）は、静電容量を介してタッチ
検出電極ＴＤＬに伝わり、タッチ検出信号Ｖｄｅｔが変化する。次に、駆動信号Ｖｃｏｍ
（ｍ－１）が高レベルから低レベルに変化すると、タッチ検出信号Ｖｄｅｔは同様に変化
する。このタッチ検出期間Ａにおけるタッチ検出信号Ｖｄｅｔの波形は、上述したタッチ
検出の基本原理における、タッチ検出信号Ｖｄｅｔに対応するものである。Ａ／Ｄ変換部
４３は、このタッチ検出期間Ａにおけるタッチ検出信号ＶｄｅｔをＡ／Ｄ変換することに
よりタッチ検出を行う。これにより、タッチ検出機能付き表示装置１では、１検出ライン
のタッチ検出が行われる。
【００５７】
　次に、表示期間Ｂにおいて、ソースドライバ１３が、信号線ＳＧＬに対して画素信号Ｖ
ｐｉｘを印加し、１水平ラインに対する表示を行う。なお、図１２に示したように、この
画素信号Ｖｐｉｘの変化が、寄生容量を介してタッチ検出電極ＴＤＬに伝わり、タッチ検
出信号Ｖｄｅｔが変化し得るが、表示期間ＢではＡ／Ｄ変換部４３がＡ／Ｄ変換を行わな
いようにすることにより、この画素信号Ｖｐｉｘの変化のタッチ検出に対する影響を抑え
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ることができる。ソースドライバ１３による画素信号Ｖｐｉｘの供給が終了したのち、ゲ
ートドライバ１２が、（ｎ－１）行目の走査線ＧＣＬの走査信号Ｖｓｃａｎ（ｎ－１）を
高レベルから低レベルに変化させ、１表示水平期間１Ｈが終了する。
【００５８】
　次に、ゲートドライバ１２は、先ほどとは異なるｎ行目の走査線ＧＣＬに対して走査信
号Ｖｓｃａｎを印加し、走査信号Ｖｓｃａｎ（ｎ）が低レベルから高レベルに変化する。
これにより、次の１表示水平期間１Ｈが開始する。
【００５９】
　次のタッチ検出期間Ａにおいて、駆動電極ドライバ１４が、先ほどとは異なるｍ列目の
駆動電極ＣＯＭＬに対して駆動信号Ｖｃｏｍを印加する。そして、タッチ検出信号Ｖｄｅ
ｔの変化を、Ａ／Ｄ変換部４３がＡ／Ｄ変換することにより、この１検出ラインのタッチ
検出が行われる。
【００６０】
　次に、表示期間Ｂにおいて、ソースドライバ１３が、信号線ＳＧＬに対して画素信号Ｖ
ｐｉｘを印加し、１水平ラインに対する表示を行う。なお、本実施形態のタッチ検出機能
付き表示装置１はドット反転駆動を行うため、ソースドライバ１３が印加する画素信号Ｖ
ｐｉｘは、前の１表示水平期間１Ｈのものと比べて、その極性が反転している。この表示
期間Ｂが終了した後、この１表示水平期間１Ｈが終了する。
【００６１】
　これ以降、上述した動作を繰り返すことにより、タッチ検出機能付き表示装置１は、表
示面全面にわたる走査により表示動作を行うとともに、タッチ検出面全面にわたる走査に
よりタッチ検出動作を行う。
【００６２】
　タッチ検出機能付き表示装置１では、１表示水平期間１Ｈにおいて、タッチ検出動作は
タッチ検出期間Ａに行い、表示動作は表示期間Ｂに行うようにしている。このように、タ
ッチ検出動作と表示動作とを別々の期間に行うようにしたので、同じ１表示水平期間１Ｈ
において表示動作とタッチ検出動作の両方を行うことができるとともに、表示動作のタッ
チ検出に対する影響を抑えることができる。
【００６３】
　（タッチ検出電極の配列）
　図１３は、実施形態１に係るダミー電極の配列を表す模式図である。図１３に示すタッ
チ検出電極ＴＤＬは、図１０に示す走査線ＧＣＬが延在する第２方向（Ｙ）とは異なる第
１方向（Ｘ方向）に延在する。このタッチ検出電極ＴＤＬが所定ピッチで配置される。タ
ッチ検出電極ＴＤＬは、透明電極の材料としてＩＴＯ（Indium　Tin　Oxide）等の透光性
導電酸化物が用いられている。タッチ検出電極ＴＤＬは、透明ではあるが、所定の屈折率
を有している。このため、タッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出電極ＴＤＬの透
明電極パターンの間にダミー電極ＴＤＤを設け、人間の目からタッチ検出電極ＴＤＬを目
立たなくなるように不可視化されている。
【００６４】
　このため、対向基板３は、図１３に示すように、タッチ検出部４０に接続されていない
ダミー電極ＴＤＤをタッチ検出電極ＴＤＬ間であって、タッチ検出電極ＴＤＬの延在方向
（Ｙ方向）と平行に配列する。ダミー電極ＴＤＤは、タッチ検出電極ＴＤＬと同じ材料で
形成されている。これにより、タッチ検出電極ＴＤＬの視認性が緩和される。
【００６５】
　タッチ検出電極ＴＤＬは、検出電極パターン６１と、検出電極パターン６１間を導通す
る検出電極間導通部６２と、を含む。検出電極パターン６１と検出電極間導通部６２とは
、非検出領域であるダミーパターンｄｍｐの周囲を囲む、ＩＴＯ等の透光性導電体ｅのパ
ターンとなっている。
【００６６】
　検出電極パターン６１は、透明ではあるが、所定の屈折率を有している。このため、タ
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ッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出電極ＴＤＬの検出電極パターン６１の中に、
ＩＴＯ等の透光性導電体ｅのないスリットＳＬを設け、人間の目からタッチ検出電極ＴＤ
Ｌを目立たなくなるように、不可視化している。
【００６７】
　同様に、図１５に示す検出電極パターン６１で囲まれる、非検出領域の内部にも、図１
４に示すＩＴＯ等の透光性導電体ｅでダミーパターンｄｍｐを配置し、人間の目からタッ
チ検出電極ＴＤＬを目立たなくなるように、不可視化している。このダミーパターンｄｍ
ｐは、短冊状のダミーパターン（ダミー電極片）６４に、上述したスリットＳＬで区切ら
れている。また、ダミーパターンｄｍｐと、検出電極パターン６１とは、透光性導電体ｅ
のない縁スリットパターンＳｄｍｐにより絶縁されている。ダミーパターンｄｍｐは、本
開示のダミー電極の一具体例に含まれる。
【００６８】
　そして、ダミー電極ＴＤＤは、ＩＴＯ等の透光性導電体ｅの短冊状のダミーパターン６
３に、上述したスリットＳＬで区切られている。そして、ダミー電極ＴＤＤとタッチ検出
電極ＴＤＬとの間も、上述したスリットＳＬで区切られている。そして、ダミー電極ＴＤ
Ｄとタッチ検出電極ＴＤＬとの間にあるスリットＳＬ及び検出電極パターン６１、ダミー
パターンｄｍｐ、ダミー電極ＴＤＤにある、スリットＳＬは、等間隔に配列している。こ
のように、ダミー電極ＴＤＤは、第１方向（Ｙ方向）と直交する第２方向（Ｘ方向）にダ
ミー電極片が隣り合うように複数に分割する、透光性導電体ｅのない領域である前記ダミ
ー電極のスリットＳＬ（第１方向スリット）と、第１方向（Ｙ方向）にダミーパターン（
ダミー電極片）６４が隣り合うように複数に分割され、透光性導電体ｅのない領域である
ダミー電極の第２方向スリットＤｓｌと、を含む。タッチ検出に寄与しないダミー電極の
パターンは、タッチ検出電極との容量差を生じさせるため、スリットにより細かく分割す
る必要がある。このため、ダミー電極ＴＤＤは、第２方向スリットＤｓｌの分割数がスリ
ット（第１方向スリット）ＳＬより多くなるようにした方がよい。このように、ダミー電
極ＴＤＤの第２方向スリットＤｓｌは、ダミー電極ＴＤＤの第１方向スリットＳＬの数と
異なる数含まれる。
【００６９】
　第２方向スリットＤｓｌは、第２方向（Ｘ方向）に対して第１角度を有する直線状の第
１直線スリットＤｓｌ１と、第２方向（Ｘ方向）に対して前記第１角度とは異なる第２角
度を有する直線状の第２直線スリットＤｓｌ２と、を含む。第１直線スリットＤｓｌ１は
、第２直線スリットＤｓｌ２と、Ｘ方向を軸に線対称の関係にある。
【００７０】
　第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれぞれに繋がっている
。また、第２直線スリットＤｓｌ２の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれぞれに繋がっ
ている。ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリットＤｓｌ１が複数あり、Ｙ方向に第１直線
スリットＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置されている。ダミー電極ＴＤＤは、第２直
線スリットＤｓｌ２が複数あり、Ｙ方向に第２直線スリットＤｓｌ２が所定の第２ピッチ
毎に配置されている。第１ピッチと、第２ピッチとを同じ間隔にし、第１直線スリットＤ
ｓｌ１のＹ方向の位置と第２直線スリットＤｓｌ２のＹ方向の位置と、を異なるようにす
ることで、Ｘ方向に第１直線スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とが並ばない
。
【００７１】
　液晶表示デバイス２０の画素Ｐｉｘからタッチ検出電極ＴＤＬの検出電極パターン６１
、ダミーパターン６３、ダミーパターン６４を通過して人間に到達する光と、液晶表示デ
バイス２０の画素ＰｉｘからスリットＳＬを通過して人間に到達する光とは、透光性導電
体ｅの有無により光の波長に差がでる可能性がある。この光の波長の差は、本来表示すべ
き色の変化として現れ、人間がタッチ検出機能付き表示デバイス１０を視る視野角度によ
って、色ずれ模様（色モアレ）の縞（以下、モアレ縞）が視識されてしまう場合がある。
【００７２】
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　上述したように、実施形態１に係る第２方向スリットＤｓｌ及びスリットＳＬは、ＴＦ
Ｔ基板２１の表面と垂直な方向において３方向に方向がばらつくように配置されている。
このため、タッチ検出機能付き表示装置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面積当たりの透過率
の低下が平均化され、モアレ縞が視識しにくくなる。
【００７３】
　そして、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体ｅの有無に
より光の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、実施形態１に係るタッチ検出機
能付き表示装置１は、液晶表示デバイス２０が本来表示する色をシフトさせてしまう可能
性を抑制することができる。その結果、実施形態１に係るタッチ検出機能付き表示デバイ
ス１０は、視る視野角度によって、モアレ縞が視識されてしまう可能性を低減できる。
【００７４】
［実施形態１の変形例１］
　図１４は、実施形態１の変形例１に係るダミー電極の配列を表す模式図である。図１４
に示すように、第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれぞれに
繋がっている。また、第２直線スリットＤｓｌ２の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれ
ぞれに繋がっている。ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリットＤｓｌ１が複数あり、Ｙ方
向に第１直線スリットＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置されている。ダミー電極ＴＤ
Ｄは、第２直線スリットＤｓｌ２が複数あり、Ｙ方向に第２直線スリットＤｓｌ２が所定
の第２ピッチ毎に配置されている。
【００７５】
　第１ピッチは、長い間隔と短い間隔とを交互に繰り返すような配列ピッチである。第２
ピッチは、長い間隔と短い間隔とを交互に繰り返すような配列ピッチである。その結果、
ダミーパターン６３は、面積の小さいダミーパターン６３ａ及び面積の大きいダミーパタ
ーン６３ｂを含む。同様にダミーパターン６４は、面積の小さいダミーパターン６４ａ及
び、面積の大きいダミーパターン６４ｂを含む。ダミーパターンの面積がばらつくことで
、実施形態１の変形例１に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体ｅの有無
により光の波長に差がでる可能性が抑制される。
【００７６】
　また、第１ピッチは、長い間隔と短い間隔との関係を第２ピッチと同じにし、第１直線
スリットＤｓｌ１のＹ方向の位置と第２直線スリットＤｓｌ２のＹ方向の位置と、を異な
るようにすることで、Ｘ方向に第１直線スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２と
が並ばない。
【００７７】
　上述したように、実施形態１の変形例１に係る第２方向スリットＤｓｌ及びスリットＳ
Ｌは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向において３方向に方向がばらつくように配置さ
れている。このため、タッチ検出機能付き表示装置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面積当た
りの透過率の低下が平均化され、モアレ縞が視識しにくくなる。
【００７８】
　そして、実施形態１の変形例１に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体
ｅの有無により光の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、実施形態１の変形例
１に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、液晶表示デバイス２０が本来表示する色をシ
フトさせてしまう可能性を抑制することができる。その結果、実施形態１の変形例１に係
るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、視る視野角度によって、モアレ縞が視識され
てしまう可能性を低減できる。
【００７９】
［実施形態１の変形例２］
　図１５は、実施形態１の変形例２に係るダミー電極の配列を表す模式図である。図１５
に示すように、第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれぞれに
繋がっている。また、第２直線スリットＤｓｌ２の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれ
ぞれに繋がっている。ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリットＤｓｌ１が複数あり、Ｙ方
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向に第１直線スリットＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置されている。ダミー電極ＴＤ
Ｄは、第２直線スリットＤｓｌ２が複数あり、Ｙ方向に第２直線スリットＤｓｌ２が所定
の第２ピッチ毎に配置されている。
【００８０】
　また、第１ピッチは、第２ピッチと同じにし、第１直線スリットＤｓｌ１のＹ方向の位
置と第２直線スリットＤｓｌ２のＹ方向の位置と、を異なるようにすることで、Ｘ方向に
第１直線スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とが並ばないようにしている。実
施形態１の変形例２では、第１直線スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とが、
第１直線スリットＤｓｌ１の延びる方向に沿って並んで見える。しかし、第１直線スリッ
トＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とが異なる角度、第１角度と第２角度とを有して
いるので、スリットＳＬ及びスリットＤｓｌは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向にお
いて３方向に方向がばらつくように配置されている。このため、タッチ検出機能付き表示
装置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面積当たりの透過率の低下が平均化され、モアレ縞が視
識しにくくなる。
【００８１】
　そして、実施形態１の変形例２に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体
ｅの有無により光の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、実施形態１の変形例
２に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、液晶表示デバイス２０が本来表示する色をシ
フトさせてしまう可能性を抑制することができる。その結果、実施形態１の変形例２に係
るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、視る視野角度によって、モアレ縞が視識され
てしまう可能性を低減できる。
【００８２】
［実施形態１の変形例３］
　図１６は、実施形態１の変形例３に係るダミー電極の配列を表す模式図である。図１６
に示すように、第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれぞれに
繋がっている。また、第２直線スリットＤｓｌ２の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれ
ぞれに繋がっている。ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリットＤｓｌ１が複数あり、Ｙ方
向に第１直線スリットＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置されている。ダミー電極ＴＤ
Ｄは、第２直線スリットＤｓｌ２が複数あり、Ｙ方向に第２直線スリットＤｓｌ２が所定
の第２ピッチ毎に配置されている。そして、第１直線スリットＤｓｌ１の端部は、第２直
線スリットＤｓｌ２の端部に繋がっている。第１直線スリットＤｓｌ１の端部は、第２直
線スリットＤｓｌ２の端部に繋がっている部分が屈曲部となり、第１直線スリットＤｓｌ
１と第２直線スリットＤｓｌ２とは、屈曲部で折り返しながら延びるジグザグ線または波
線の形状になる。
【００８３】
　また、第１ピッチは、第２ピッチと同じにし、Ｘ方向に第１直線スリットＤｓｌ１と第
２直線スリットＤｓｌ２とが並ぶ。しかしながら、実施形態１の変形例３では、第１直線
スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とが、第１直線スリットＤｓｌ１の延びる
方向に沿って並んで見える。しかし、第１直線スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓ
ｌ２とが異なる角度、第１角度と第２角度とを有しているので、スリットＳＬ及びスリッ
トＤｓｌは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向において３方向に方向がばらつくように
配置されている。このため、タッチ検出機能付き表示装置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面
積当たりの透過率の低下が平均化され、モアレ縞が視識しにくくなる。
【００８４】
　そして、実施形態１の変形例３に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体
ｅの有無により光の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、実施形態１の変形例
３に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、液晶表示デバイス２０が本来表示する色をシ
フトさせてしまう可能性を抑制することができる。その結果、実施形態１の変形例３に係
るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、視る視野角度によって、モアレ縞が視識され
てしまう可能性を低減できる。
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【００８５】
＜１－２．実施形態２＞
　次に、実施形態２に係るタッチ検出機能付き表示装置１について説明する。図１７は、
実施形態２に係るダミー電極の配列を表す模式図である。なお、上述した実施形態１で説
明したものと同じ構成要素には同一の符号を付して重複する説明は省略する。
【００８６】
　図１７に示すように、第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬのそ
れぞれに繋がっている。また、第２直線スリットＤｓｌ２の両端は、隣り合うスリットＳ
Ｌのそれぞれに繋がっている。実施形態２に係るスリットＳＬは、ダミー電極ＴＤＤの第
１方向スリットであって、第１方向（Ｙ方向）に対して第３角度を有する直線状の第３直
線スリットＳＬＵａと、第１方向（Ｙ）に対して前記第３角度とは異なる第４角度を有す
る直線状の第４直線スリットＳＬＵｂと、を含む。そして、スリットＳＬは、第３直線ス
リットＳＬＵａの端部と、第４直線スリットＳＬＵｂの端部とが屈曲部として繋がるよう
になっている。このため、第３直線スリットＳＬＵａと第４直線スリットＳＬＵｂとは、
屈曲部で折り返しながらＹ方向に延びるジグザグ線または波線の形状になる。
【００８７】
　ダミー電極ＴＤＤは、第１方向（Ｙ方向）と直交する第２方向（Ｘ方向）にダミー電極
片が隣り合うように複数に分割する、透光性導電体ｅのない領域である前記ダミー電極の
スリットＳＬ（第１方向スリット）と、第１方向（Ｙ方向）にダミーパターン（ダミー電
極片）６４が隣り合うように複数に分割され、透光性導電体ｅのない領域であるダミー電
極の第２方向スリットＤｓｌと、を含む。第２方向スリットＤｓｌは、第２方向（Ｘ方向
）に対して第１角度を有する直線状の第１直線スリットＤｓｌ１と、第２方向（Ｘ方向）
に対して前記第１角度とは異なる第２角度を有する直線状の第２直線スリットＤｓｌ２と
、を含む。第１直線スリットＤｓｌ１は、第２直線スリットＤｓｌ２と、Ｘ方向を軸に線
対称の関係にある。
【００８８】
　ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリットＤｓｌ１が複数あり、Ｙ方向に第１直線スリッ
トＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置されている。ダミー電極ＴＤＤは、第２直線スリ
ットＤｓｌ２が複数あり、Ｙ方向に第２直線スリットＤｓｌ２が所定の第２ピッチ毎に配
置されている。第１ピッチと、第２ピッチとを同じ間隔にし、第１直線スリットＤｓｌ１
のＹ方向の位置と第２直線スリットＤｓｌ２のＹ方向の位置と、を異なるようにすること
で、Ｘ方向に第１直線スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とが並ばない。
【００８９】
　実施形態２に係るダミー電極ＴＤＤは、上述した第１角度と第３角度とが平行となり、
上述した第２角度と第４角度とが平行である。そして、第１直線スリットＤｓｌ１は、第
４直線スリットＳＬＵｂの直線部分に繋がっている。また、第２直線スリットＤｓｌ２は
、第３直線スリットＳＬＵａの直線部分に繋がっている。また、第１直線スリットＤｓｌ
１は、第４直線スリットＳＬＵｂの直線部分と交差することで繋がっていてもよい。また
、第２直線スリットＤｓｌ２は、第３直線スリットＳＬＵａの直線部分に交差することで
繋がっていてもよい。このため、実施形態２に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、第
１直線スリットＤｓｌ１、第２直線スリットＤｓｌ２、第３直線スリットＳＬＵａ及び第
４直線スリットＳＬＵｂが変化させる透過率を平均化する。これにより、実施形態２に係
るタッチ検出機能付き表示装置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面積当たりの透過率の低下が
平均化され、モアレ縞が視識しにくくなる。なお、ダミー電極ＴＤＤは、上述した第１角
度と第３角度とが平行となり、上述した第２角度と第４角度とが非平行であってもよい。
ダミー電極ＴＤＤは、上述した第１角度と第３角度とが非平行となり、上述した第２角度
と第４角度とが平行であってもよい。
【００９０】
　実施形態２に係るタッチ検出電極ＴＤＬは、上述した第３角度を有する直線状のスリッ
トと、上述した第４角度を有する直線状のスリットと、を含む前記タッチ検出電極のスリ
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ットＳＬで分割されている。その結果、実施形態２に係るタッチ検出機能付き表示装置１
は、タッチ検出電極ＴＤＬと、ダミー電極ＴＤＤとが変化させる透過率を平均化する。こ
れにより、実施形態２に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面
積当たりの透過率の低下が平均化され、モアレ縞が視識しにくくなる。
【００９１】
［実施形態２の変形例１］
　図１８は、実施形態２の変形例１に係るダミー電極の配列を表す模式図である。図１８
に示すように、第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれぞれに
繋がっている。また、実施形態２の変形例１に係るダミー電極ＴＤＤは、第２直線スリッ
トとして、スリットＳＬの一部を利用している。ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリット
Ｄｓｌ１が複数あり、Ｙ方向に第１直線スリットＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置さ
れている。第１直線スリットＤｓｌ１の端部は、第２直線スリットとしての第４直線スリ
ットＳＬＵｂの直線部に繋がっている部分が屈曲部となり、第１直線スリットＤｓｌ１と
スリットＳＬとは、大きくみると屈曲部で折り返しながら延びるジグザグ線または波線に
近似できる形状になる。第１角度、第３角度及び第４角度を有しているので、スリットＳ
Ｌ及びスリットＤｓｌは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向において３方向に方向がば
らつくように配置されている。このため、タッチ検出機能付き表示装置１は、画素Ｐｉｘ
ごとに単位面積当たりの透過率の低下が平均化され、モアレ縞が視識しにくくなる。
【００９２】
　そして、実施形態２の変形例１に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体
ｅの有無により光の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、実施形態２の変形例
１に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、液晶表示デバイス２０が本来表示する色をシ
フトさせてしまう可能性を抑制することができる。その結果、実施形態２の変形例１に係
るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、視る視野角度によって、モアレ縞が視識され
てしまう可能性を低減できる。
【００９３】
［実施形態２の変形例２］
　図１９は、実施形態２の変形例２に係るダミー電極の配列を表す模式図である。図１９
に示すように、第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬのそれぞれに
繋がっている。また、実施形態２の変形例２に係るダミー電極ＴＤＤは、第２直線スリッ
トとして、スリットＳＬの一部を利用している。ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリット
Ｄｓｌ１が複数あり、Ｙ方向に第１直線スリットＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置さ
れている。第１直線スリットＤｓｌ１の端部は、第２直線スリットとしての第３直線スリ
ットＳＬＵａの屈曲部と繋がっている。このため、第１直線スリットＤｓｌ１とスリット
ＳＬの第３直線スリットＳＬＵａとは、大きくみると屈曲部で折り返しながら延びるジグ
ザグ線または波線に近似できる形状になる。第１角度、第３角度及び第４角度を有してい
るので、スリットＳＬ及びスリットＤｓｌは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向におい
て３方向に方向がばらつくように配置されている。このため、タッチ検出機能付き表示装
置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面積当たりの透過率の低下が平均化され、モアレ縞が視識
しにくくなる。
【００９４】
　そして、実施形態２の変形例２に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体
ｅの有無により光の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、実施形態２の変形例
２に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、液晶表示デバイス２０が本来表示する色をシ
フトさせてしまう可能性を抑制することができる。その結果、実施形態２の変形例２に係
るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、視る視野角度によって、モアレ縞が視識され
てしまう可能性を低減できる。
【００９５】
［実施形態２の変形例３］
　図２０は、実施形態２の変形例３に係るダミー電極の配列を表す模式図である。図２０



(20) JP 5914403 B2 2016.5.11

10

20

30

40

50

に示すように、第１直線スリットＤｓｌ１の両端は、隣り合うスリットＳＬの屈曲部のそ
れぞれに繋がっている。また、第２直線スリットＤｓｌ２の両端は、隣り合うスリットＳ
Ｌの屈曲部それぞれに繋がっている。ダミー電極ＴＤＤは、第１直線スリットＤｓｌ１が
複数あり、Ｙ方向に第１直線スリットＤｓｌ１が所定の第１ピッチ毎に配置されている。
ダミー電極ＴＤＤは、第２直線スリットＤｓｌ２が複数あり、Ｙ方向に第２直線スリット
Ｄｓｌ２が所定の第２ピッチ毎に配置されている。そして、第１直線スリットＤｓｌ１の
端部は、第２直線スリットＤｓｌ２の端部に繋がっている。第１直線スリットＤｓｌ１の
端部は、第２直線スリットＤｓｌ２の端部に繋がっている部分が屈曲部となり、第１直線
スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とは、屈曲部で折り返しながら延びるジグ
ザグ線または波線の形状になる。
【００９６】
　また、第１ピッチは、第２ピッチと同じにし、Ｘ方向に第１直線スリットＤｓｌ１と第
２直線スリットＤｓｌ２とが並ぶ。しかしながら、実施形態２の変形例３では、第１直線
スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓｌ２とが、第１直線スリットＤｓｌ１の延びる
方向に沿って並んで見える。しかし、第１直線スリットＤｓｌ１と第２直線スリットＤｓ
ｌ２とが異なる角度、第１角度と第２角度とを有しているので、スリットＳＬ及びスリッ
トＤｓｌは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向において３方向に方向がばらつくように
配置されている。このため、タッチ検出機能付き表示装置１は、画素Ｐｉｘごとに単位面
積当たりの透過率の低下が平均化され、モアレ縞が視識しにくくなる。
【００９７】
　そして、実施形態２の変形例３に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体
ｅの有無により光の波長に差がでる可能性が抑制される。このため、実施形態２の変形例
３に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、液晶表示デバイス２０が本来表示する色をシ
フトさせてしまう可能性を抑制することができる。その結果、実施形態２の変形例３に係
るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、視る視野角度によって、モアレ縞が視識され
てしまう可能性を低減できる。
【００９８】
＜本実施形態の変形例＞
【００９９】
　以上、いくつかの実施形態及び変形例を挙げて実施形態を説明したが、本開示はこれら
の実施形態等には限定されず、種々の変形が可能である。以下に、実施形態１、２及びこ
れらの変形例（以下、本実施形態という）に適用可能な構成の変形例について説明する。
なお、上述した実施形態１、２及びこれらの変形例で説明したものと同じ構成要素には同
一の符号を付して重複する説明は省略する。
【０１００】
　図２１は、本実施形態に係るＸ方向のスリットの配列ピッチとカラーフィルタの色領域
との関係の具体例を説明するための模式図である。図２１に示すように、カラーフィルタ
３２は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３色に着色された色領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２
Ｂがある。色領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂは、通常、走査線ＧＣＬが延在する方向と立体
交差し、直交する方向にそれぞれ延在している。
【０１０１】
　上述したように、カラーフィルタ３２は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３色に着色
された色領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂが副画素ＳＰｉｘ毎に対応付けられると共に、１組
として画素Ｐｉｘに対応付けられている。走査線ＧＣＬの延在方向における、画素Ｐｉｘ
のピッチ（１組の副画素ＳＰｉｘのピッチ）を画素ピッチＧＬとし、上述した走査線ＧＣ
Ｌの延在方向（Ｘ方向）における、スリットＳＬのピッチをスリットピッチＬＸとすると
、スリットピッチＬＸは、画素ピッチＧＬの自然数倍のピッチで配置されている。走査線
ＧＣＬの延在方向と直交する方向（Ｙ方向）における、スリットＤｓｌ１のピッチをスリ
ットピッチＰＹとすると、スリットピッチＰＹは、画素ピッチＧＬの自然数倍のピッチで
配置されている。スリットピッチＰＹは、例えば、１５０μｍ以下が好ましい。
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【０１０２】
　このように、タッチ検出電極ＴＤＬの検出電極パターン６１におけるスリットＳＬは、
マトリックス状に配設された複数の画素電極２２の画素Ｐｉｘのピッチの自然数倍（例え
ば１倍）の間隔をおいて、配列されている。また、同様にダミーパターン６３、６４にお
けるスリットＳＬは、マトリックス状に配設された複数の画素電極２２の画素Ｐｉｘのピ
ッチの自然数倍（例えば１倍）の間隔をおいて、配置されている。
【０１０３】
　液晶表示デバイス２０の画素Ｐｉｘからタッチ検出電極ＴＤＬの検出電極パターン６１
、ダミーパターン６３、ダミーパターン６４を通過して人間に到達する光と、液晶表示デ
バイス２０の画素ＰｉｘからスリットＳＬを通過して人間に到達する光とは、透光性導電
体ｅの有無により光の波長に差がでる可能性がある。この光の波長の差は、本来表示すべ
き色の変化として現れ、人間がタッチ検出機能付き表示デバイス１０を視る視野角度によ
って、色ずれ模様（色モアレ）の縞（以下、モアレ縞）が視識されてしまう場合がある。
【０１０４】
　上述したように、実施形態１に係るスリットＳＬは、マトリックス状に配設された複数
の画素電極２２の画素Ｐｉｘのピッチの自然数倍（例えば１倍、２倍、３倍など）の間隔
をおいて配置されている。このため、実施形態１に係るスリットＳＬは、ＴＦＴ基板２１
の表面と垂直な方向にみて特定の色領域に、重なり合う。例えば、図２１に示すように、
スリットＳＬは、ＴＦＴ基板２１の表面と垂直な方向にみて特定の色領域３２Ｂに、重な
り合う。このため、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、スリットＳＬが
、画素Ｐｉｘごとに透過率の低下のばらつきを生じさせない。
【０１０５】
　また、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、スリットＳＬが副画素ＳＰ
ｉｘごとにある場合に比べ、スリットＳＬの影響を低減できる。その結果、本実施形態に
係るタッチ検出機能付き表示装置１は、透光性導電体ｅの有無により光の波長に差がでる
可能性が抑制される。このため、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、液
晶表示デバイス２０が本来表示する色をシフトさせてしまう可能性を抑制することができ
る。その結果、実施形態２に係るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、視る視野角度
によって、モアレ縞が視識されてしまう可能性を低減できる。
【０１０６】
　上記実施形態では、上記実施形態１に示したように、駆動電極ＣＯＭＬの１本ごとに駆
動電極ＣＯＭＬを駆動し走査したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例
えば、所定の本数の駆動電極ＣＯＭＬを駆動するとともに、駆動電極ＣＯＭＬを１本ずつ
シフトすることにより走査してもよい。
【０１０７】
　図２２は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示デバイスの概略断面構造を表す断
面図である。上述した本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１は、ＦＦＳ、ＩＰ
Ｓ等の各種モードの液晶を用いた液晶表示デバイス２０とタッチ検出デバイス３０とを一
体化してタッチ検出機能付き表示デバイス１０とすることができる。これに代えて、図２
２に示す本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示デバイス１０は、ＴＮ（Twisted　Nem
atic：ツイステッドネマティック）、ＶＡ（Vertical　Alignment：垂直配向）、ＥＣＢ
（Electrically Controlled Birefringence：電界制御複屈折）等の各種モードの液晶と
タッチ検出デバイスとを一体化してもよい。
【０１０８】
＜２．適用例＞
　次に、図２３～図３５を参照して、本実施形態及び変形例で説明したタッチ検出機能付
き表示装置１の適用例について説明する。図２３～図３５は、本実施形態に係るタッチ検
出機能付き表示装置を適用する電子機器の一例を示す図である。本実施形態に係るタッチ
検出機能付き表示装置１は、テレビジョン装置、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコ
ンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなどのあらゆる分野の電子
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機器に適用することが可能である。言い換えると、本実施形態に係るタッチ検出機能付き
表示装置１は、外部から入力された映像信号あるいは内部で生成した映像信号を、画像あ
るいは映像として表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。
【０１０９】
（適用例１）
　図２３に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１が適用され
るテレビジョン装置である。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１及
びフィルターガラス５１２を含む映像表示画面部５１０を有しており、この映像表示画面
部５１０は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置である。
【０１１０】
（適用例２）
　図２４及び図２５に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１
が適用されるデジタルカメラである。このデジタルカメラは、例えば、フラッシュ用の発
光部５２１、表示部５２２、メニュースイッチ５２３及びシャッターボタン５２４を有し
ており、その表示部５２２は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置である。
【０１１１】
（適用例３）
　図２６に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１が適用され
るビデオカメラの外観を表すものである。このビデオカメラは、例えば、本体部５３１、
この本体部５３１の前方側面に設けられた被写体撮影用のレンズ５３２、撮影時のスター
ト／ストップスイッチ５３３及び表示部５３４を有している。そして、表示部５３４は、
本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置である。
【０１１２】
（適用例４）
　図２７に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１が適用され
るノート型パーソナルコンピュータである。このノート型パーソナルコンピュータは、例
えば、本体５４１、文字等の入力操作のためのキーボード５４２及び画像を表示する表示
部５４３を有しており、表示部５４３は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置
である。
【０１１３】
（適用例５）
　図２８～図３４に示す電子機器は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置１が
適用される携帯電話機である。この携帯電話機は、例えば、上側筐体５５１と下側筐体５
５２とを連結部（ヒンジ部）５５３で連結したものであり、ディスプレイ５５４、サブデ
ィスプレイ５５５、ピクチャーライト５５６及びカメラ５５７を有している。そのディス
プレイ５５４またはサブディスプレイ５５５は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表
示装置である。
【０１１４】
（適用例６）
　図３５に示す電子機器は、携帯型コンピュータ、多機能な携帯電話、音声通話可能な携
帯コンピュータ又は通信可能な携帯コンピュータとして動作し、いわゆるスマートフォン
、タブレット端末と呼ばれることもある、情報携帯端末である。この情報携帯端末は、例
えば筐体５６１の表面に表示部５６２を有している。この表示部５６２は、本実施形態に
係るタッチ検出機能付き表示装置１である。
【０１１５】
＜３．本開示の構成＞
　また、本開示は、以下の構成をとることもできる。
【０１１６】
　（１）基板と、
　前記基板の表面と平行な面に、複数の色領域で構成される画素が行列状に配置される表
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示領域と、
　前記基板の表面と平行な面上の第１方向に延在する透光性導電体のタッチ検出電極と、
　前記基板表面に垂直な方向において前記タッチ検出電極がない領域に設けられる、透光
性導電体のダミー電極と、
　前記タッチ検出電極に対して静電容量を有する駆動電極と、
　前記表示領域に画像を表示する機能を有する表示機能層と、を含み、
　　前記ダミー電極は、
　　前記第１方向と直交する第２方向にダミー電極片が隣り合うように複数に分割する、
前記透光性導電体のない領域である前記ダミー電極の第１方向スリットと、
　　前記第１方向に前記ダミー電極片が隣り合うように複数に分割され、前記透光性導電
体のない領域である前記ダミー電極の第２方向スリットと、を含み、
　前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記第２方向に対して第１角度を有する直線状
の第１直線スリットと、前記第２方向に対して前記第１角度とは異なる第２角度を有する
直線状の第２直線スリットと、を含む、タッチ検出機能付き表示装置。
【０１１７】
　（２）前記ダミー電極の第１方向スリットは、
　前記第１方向に対して第３角度を有する直線状の第３直線スリットと、前記第１方向に
対して前記第３角度とは異なる第４角度を有する直線状の第４直線スリットと、を含み、
　前記第３直線スリットの端部と、前記第４直線スリットの端部とが屈曲部として繋がる
、前記（１）に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【０１１８】
　（３）前記タッチ検出電極は、前記第３角度を有する直線状のスリットと、前記第４角
度を有する直線状のスリットと、を含む前記タッチ検出電極のスリットで分割されている
前記（２）に記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【０１１９】
　（４）前記第１角度が前記第３角度と平行である、前記（２）又は前記（３）に記載の
タッチ検出機能付き表示装置。
【０１２０】
　（５）前記第２角度が前記第４角度と平行である、前記（２）から前記（４）のいずれ
か１つに記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【０１２１】
　（６）前記第１直線スリットが複数あり、前記第１直線スリットが所定の第１ピッチ毎
に配置されている、前記（１）から前記（５）のいずれか１つに記載のタッチ検出機能付
き表示装置。
【０１２２】
　（７）前記第２直線スリットが複数あり、前記第２直線スリットが所定の第２ピッチ毎
に配置されている、前記（１）から前記（６）のいずれか１つに記載のタッチ検出機能付
き表示装置。
【０１２３】
　（８）前記第１直線スリットは、前記第４直線スリットの直線部分に繋がっている、前
記（１）から前記（７）のいずれか１つに記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【０１２４】
　（９）前記第１直線スリットは、前記第４直線スリットの端部に繋がっている、前記（
１）から前記（７）のいずれか１つに記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【０１２５】
　（１０）前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記ダミー電極の第１方向スリットの
数と異なる数含まれる、前記（１）から前記（９）のいずれか１つに記載のタッチ検出機
能付き表示装置。
【０１２６】
　（１１）前記第１直線スリットの端部は、前記第２直線スリットの端部に繋がっている
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、前記（１）から前記（１０）のいずれか１つに記載のタッチ検出機能付き表示装置。
【０１２７】
　（１２）基板と、
　前記基板の表面と平行な面に、複数の色領域で構成される画素が行列状に配置される表
示領域と、
　前記基板の表面と平行な面上の第１方向に延在する透光性導電体のタッチ検出電極と、
　前記基板表面に垂直な方向において前記タッチ検出電極がない領域に設けられる、透光
性導電体のダミー電極と、
　前記タッチ検出電極に対して静電容量を有する駆動電極と、
　前記表示領域に画像を表示する機能を有する表示機能層と、を含み、
　　前記ダミー電極は、
　　前記第１方向と直交する第２方向にダミー電極片が隣り合うように複数に分割する、
前記透光性導電体のない領域である前記ダミー電極の第１方向スリットと、
　　前記第１方向に前記ダミー電極片が隣り合うように複数に分割され、前記透光性導電
体のない領域である前記ダミー電極の第２方向スリットと、を含み、
　前記ダミー電極の第２方向スリットは、前記第２方向に対して第１角度を有する直線状
の第１直線スリットと、前記第２方向に対して前記第１角度とは異なる第２角度を有する
直線状の第２直線スリットと、を含み、前記第１直線スリットの端部は、前記第２直線ス
リットの端部に繋がってジグザグまたは波線形状になっている、タッチ検出機能付き表示
装置。
【０１２８】
　（１３）前記ダミー電極の第１方向スリットは、前記第２方向に所定の間隔のスリット
ピッチで、複数配置されており、
　前記スリットピッチが、前記複数の画素電極が配列される所定の画素ピッチの自然数倍
である、前記（１）から前記（１２）のいずれか１つに記載のタッチ検出機能付き表示装
置。
【０１２９】
　（１４）外部の近接する物体を検出可能な、前記（１）から前記（１３）のいずれか１
つに記載のタッチ検出機能付き表示装置を備える電子機器。
【符号の説明】
【０１３０】
　１　タッチ検出機能付き表示装置
　２　画素基板
　３　対向基板
　６　液晶層
　１０　タッチ検出機能付き表示デバイス
　１１　制御部
　１２　ゲートドライバ
　１３　ソースドライバ
　１４　駆動電極ドライバ
　２０　液晶表示デバイス
　２１　ＴＦＴ基板
　２２　画素電極
　３０　タッチ検出デバイス
　３１　ガラス基板
　３２　カラーフィルタ
　３５　偏光板
　４０　タッチ検出部
　ＣＯＭＬ　駆動電極
　ＧＣＬ　走査線
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　ＬＣ　液晶素子
　Ｂ　表示期間
　Ａ　タッチ検出期間
　Ｐｉｘ　画素
　ＳＧＬ　信号線
　ＴＤＬ　タッチ検出電極
　Ｔｒ　ＴＦＴ素子
　Ｖｃｏｍ　駆動信号
　Ｖｄｅｔ　タッチ検出信号
　Ｖｄｉｓｐ　映像信号
　Ｖｐｉｘ　画素信号
　Ｖｓｃａｎ　走査信号
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